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予算審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和５年７月１１日（火） 

午前 ９時５５分  開 会 

午前１１時０１分  閉 会 

 

２．場  所   公会堂 第８・９・１０集会室 

 

３．出席委員   委 員 長  舩 見 昌 功   副委員長  瀬 崎 雅 弘 

委  員  久保田 隆 二   委  員  田 嶋 孝 安 

委  員  奥 本 菜保巳   委  員  西 村 盛 男 

委  員  春 日 洋 子   委  員  森   三 郎 

副 議 長  加 澤   明 

 

４．欠席委員   なし 

 

５．説 明 員   市長 ほか 

 

６．事務局職員   議事総務係長  白 銀 壮太郎   主  査  中 嶋 泰 史 

事務補助員  石 岡 鈴 子 

 

７．案  件   議案第３０号から議案第３３号までの計４件 

 

８．会議概要 

舩見委員長：定刻より少し早いですが、皆様おそろいですので始めさせていただきます。 

定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

ただいまより予算審査特別委員会を開会いたします。 

本委員会には、去る７月７日の本会議において、議案第３０号から議案第３３号までの

計４件が付託されています。議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 

それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

なお、質疑は一問一答方式でお願いいたします。 

議案第３０号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度三沢市一般会計補正予

算（第１２号））を議題といたします。 

当局の説明を願います。 
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財務部長。 

吉村財務部長：議案第３０号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度三沢市一

般会計補正予算（第１２号））の概要について御説明申し上げます。 

専決要因といたしましては、地方交付税及び各種交付金等の決定に伴う歳入予算の調整

が緊要となりましたので、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をした

ものであります。 

この結果、既定の歳入予算総額内での組替え補正となり、歳入歳出予算総額は、既定額

と同額の２７８億１,３７１万１,０００円とするものであります。 

それでは、予算書２ページの第１表、歳入予算補正に基づき、歳入の主なるものについ

て御説明申し上げます。 

２款から１１款までにつきましては、それぞれ交付決定に伴う補正であります。２款の

地方譲与税につきましては、６９６万３,０００円を減額しております。５款の株式等譲

渡所得割交付金につきましては、６５２万６,０００円を減額しております。６款の法人

事業税交付金につきましては、９２３万円を増額しております。７款の地方消費税交付金

につきましては、１,８８３万２,０００円を増額しております。１０款の地方特例交付金

につきましては、８７３万４,０００円を増額しております。１１款の地方交付税につき

ましては、１億２,２３０万円を増額しております。１５款の国庫支出金につきまして

は、臨時道路除雪事業費補助金の計上などにより、総額で１億１,１７３万４,０００円を

増額しております。１７款の財産収入につきましては、市有地売払収入として、１,４６

８万９,０００円を増額しております。１９款の繰入金につきましては、財政調整基金へ

の繰戻しにより、２億７,１８０万１,０００円を減額しております。 

以上が、令和４年度三沢市一般会計補正予算（第１２号）の概要であります。 

よろしくお願い申し上げます。 

舩見委員長：それでは、質疑を行います。 

 奥本委員。 

奥本委員：おはようございます。 

それでは、私は二刀流で、デジタルとアナログの二刀流でやっておりますので、よろし

くお願いいたします。 

ちょっと、何というのですかね。補正なので、金額の調整の報告だと思うのですけれど

も、その中でちょっと参考までに、内容をお聞きしたかったのが、市有地の売払収入なの

ですけれども、ちなみにこれはどこの市有地だったのでしょうか。 

舩見委員長：管財課課長補佐。 

遠藤管財課課長補佐：御質問にお答えいたします。 

市有地売払いの場所につきまして、２件ございまして、１件が東岡三沢１丁目１番１

１、もう１件が大津４丁目１２番３３５になります。この２件になります。 

以上です。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 これ使途は何ですか。住宅を建てる用になるのか、どういうような意図で……、購入さ



- 3 - 

れた方のことなので、そこまでは知らないかも分からないのですけれども、面積的にどう

いうふうな目的で、購入されたのかというのをちょっと参考までにお聞きしたいのですけ

れども。 

舩見委員長：管財課課長補佐。 

遠藤管財課課長補佐：御質問にお答えいたします。 

こちら、特に用途を指定して売却しておりませんので、こちらのほうで売ってからどう

いう使い方をしているかとかはちょっと把握していないところになってございます。 

以上です。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 この市有地、まだまだ売り払いたい市有地というのはあると思うのですけれども、それ

今の時点で何件ぐらいあるのか分かりますか。これ、関連で、分かればの話です。 

舩見委員長：管財課課長補佐。 

遠藤管財課課長補佐：御質問にお答えいたします。 

 今現在検討中となっておりまして、まだ確定しておりませんので、確定でき次第ホーム

ページや広報みさわとかでお知らせいたします。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 ということは、今の時点で売り払う、売り払いたいという市有地はないということにな

りますか。 

舩見委員長：管財課課長補佐。 

遠藤管財課課長補佐：今現在決まっておりませんので、今はないところになっておりま

す。 

 以上です。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：まだまだ市が所有している、何というのですか、土地があると思うのですよ

ね。その辺を有効的に活用するところに、活用していただきたいと思いますので、今後売

払いも含めて、活用をしっかりとやっていただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

舩見委員長：そのほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：質疑を終結します。 

討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：討論を終結します。 

採決します。 

議案第３０号は原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 
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よって、議案第３０号専決処分の承認を求めることについて（令和４年度三沢市一般会

計補正予算（第１２号））は、原案のとおり承認すべきものと決しました。 

次に、議案第３１号専決処分の承認を求めることについて（令和５年度三沢市一般会計

補正予算（第１号））を議題といたします。 

当局の説明を願います。 

財務部長。 

吉村財務部長：議案第３１号専決処分の承認を求めることについて（令和５年度三沢市一

般会計補正予算（第１号））の概要について御説明申し上げます。 

専決要因といたしましては物価高騰に直面し、影響を特に受ける住民税非課税世帯及び

低所得の子育て世帯に対する給付金の給付に要する経費のほか、接種期間の延長に伴う新

型コロナウイルスワクチン接種に要する経費が緊要となりましたので、地方自治法第１７

９条第１項の規定に基づき、専決処分をしたものであります。 

この結果、補正総額は歳入歳出ともに３億８３万１,０００円の増額補正で、既定額と

の累計では、２３９億５,０８３万１,０００円とするものであります。 

それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表、歳入歳出予算補正に基づき、歳入

から御説明申し上げます。 

１５款の国庫支出金につきましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金の計上などにより、総額で２億９,８８０万３,０００円を増額しております。２１款の

諸収入につきましては、新型コロナウイルスワクチン住所地外接種費負担金として２０２

万８,０００円を増額しております。 

次に３ページの歳出につきまして御説明申し上げます。 

３款の民生費につきましては、価格高騰重点支援給付事業及び低所得の子育て世帯に対

する子育て世帯生活支援特別給付事業費として、総額で２億３５９万６,０００円を増額

しております。４款の衛生費につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種事業費と

して９,７２３万５,０００円を増額しております。 

以上が令和５年度三沢市一般会計補正予算（第１号）の概要であります。 

よろしくお願い申し上げます。 

舩見委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：質疑を終結します。 

討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：討論を終結します。 

採決します。 

議案第３１号は、原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 

よって、議案第３１号専決処分の承認を求めることについて（令和５年度三沢市一般会

計補正予算（第１号））は原案のとおり承認すべきものと決しました。 
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次に、議案第３２号令和５年度三沢市一般会計補正予算（第２号））を議題といたしま

す。 

当局の説明を願います。 

財務部長。 

吉村財務部長：議案第３２号令和５年度三沢市一般会計補正予算（第２号）の概要につい

て御説明申し上げます。 

今回の補正予算は、物価高騰に伴う生活支援プレミアム券の発行及び県の支援策として

実施するひとり親世帯等臨時特別給付金の給付に要する経費のほか、国際交流スポーツセ

ンターの改修及び市営牧場の倉庫整備に要する経費の予算措置が主なものとなっておりま

す。 

この結果、補正総額は歳入歳出ともに３億５,６７２万１,０００円の増額補正で、既定

額との累計では２４３億７５５万２,０００円とするものであります。 

それでは予算書の２ページ及び３ページの第１表、歳入歳出予算補正に基づき、歳入か

ら御説明申し上げます。 

１５款の国庫支出金につきましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金の計上などにより、総額で１億７,２４９万９,０００円を増額しております。１６款の

県支出金につきましては、ひとり親世帯等臨時特別給付事業費補助金の計上などにより、

総額で６,５０４万円を増額しております。２０款の繰越金につきましては、前年度繰越

金として１億１,４２８万２,０００円を増額しております。２１款の諸収入につきまして

は、一般コミュニティ助成事業費助成金の計上などにより、総額で４９０万円を増額して

おります。 

次に、歳出の主なるものについて御説明申し上げます。 

２款の総務費につきましては、市民相談設置費の増額などにより、総額で７０１万８,

０００円を増額しております。３款の民生費につきましては、ひとり親世帯等臨時特別給

付事業費の計上などにより、総額で７,１６５万７,０００円を増額しております。６款の

農林水産業費につきましては、市営牧場倉庫整備事業として、４,４８５万１,０００円を

増額しております。７款の商工費につきましては、物価高騰重点支援事業費の計上などに

より、総額で２億３２１万４,０００円を増額しております。１０款の教育費につきまし

ては、国際交流スポーツセンター改修事業の計上などにより、総額で２,９８３万９,００

０円を増額しております。 

以上が、令和５年度三沢市一般会計補正予算（第２号）の概要であります。 

よろしくお願い申し上げます。 

舩見委員長：それでは、質疑を行います。 

 春日委員。 

春日委員：最初に、２０ページ、総務費の災害対策費の市民相談設置費、今般一般コミュ

ニティ助成事業費補助金２９０万円の計上でございますけれども、こちらの事業内容をお

知らせいただきたいと思います。 

舩見委員長：広報広聴課長。 

伊藤政策部参事兼広報広聴課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 



- 6 - 

こちらの一般コミュニティ助成事業費補助金は、宝くじの社会貢献広報事業として、一

般社団法人自治総合センターが実施する事業により、コミュニティー活動に必要な備品等

の整備に対し、町内会へ補助金を交付するものでございます。 

以上です。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございます。 

 今般、町内会へということでありますけれども、これは初めて……、どのような町内会

に活用していただくというような、そういう、なにか示しているものは……、それぞれに

お任せをするという内容ですけれども、どのようなことを想定されているのでしょうか。 

舩見委員長：広報広聴課長。 

伊藤政策部参事兼広報広聴課長：まず、大体８月ぐらいに各町内会のほうへ意向をお聞き

するお手紙をお出しいたします。町内会のほうで、そのコミュニティー活動をするに当

たって必要な備品、最近であれば除雪機ですとか、芝刈機ですとか、そういうものが必要

だというものを、こちら、市のほうに上げていただいて、市が県に提出して、申請すると

いう形になっております。 

 以上です。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございます。 

 例えば、この中で各町内会での夏祭り、盆踊り等、中止されているところもあったかと

思いますけれども、これらについても、こちらの助成、補助金ですけれども、活用できる

というような、そういう考えでもよろしいのでしょうか。 

舩見委員長：広報広聴課長。 

伊藤政策部参事兼広報広聴課長：一応必要な備品ということになっていますので、夏祭り

に必要な備品であれば、対象になるかなというところです。ただ、申請してもそれが通る

かどうかは、総合センターのほうで判断しますので、ちょっとその判断基準というのは、

あまり明らかにされていませんので、一応、必要なものがあれば申請を上げていただくと

いうことになります。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：承知しました。ありがとうございます。 

次に、災害対策費の自主防災組織補助金でありますけれども、今般２００万円の計上で

ございます。こちらの事業内容についてお知らせいただきたいと思います。 

舩見委員長：防災管理課長。 

田代防災管理課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

今回の自主防災組織補助金の増額補正につきましては、先ほどと同様、一般社団法人自

治総合センターに申請していたコミュニティ助成事業の採択がなされたので、防災資機材

の整備をする補助金というものを計上いたしました。 

以上でございます。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございます。 
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 現在、自主防災組織、これまでも徐々に増えているかというふうに認識しているところ

でありますけれども、組織は幾つぐらいで、また、その活動内容、主な内容、どのような

ものがなされているのか、参考にお聞かせいただきたいと思います。 

舩見委員長：防災管理課長。 

田代防災管理課長：お答えいたします。 

現在三沢市で自主防災組織は５１組織あります。各自主防災の活動内容ですけれども、

毎年、自主防災組織の運営費補助金というものを各団体に出しておりまして、その活動内

容を見ますと、町内会での防災訓練に利用していますとか、備蓄品を買ったりですとか、

そういったことに使われております。 

以上です。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございました。 

 私の住んでいるところも先般、ようやく自主防災組織を立ち上げたところでありますけ

れども、もう参加をしているという状況を、私自身感じておりますけれども、長年、実

際、自主防災組織を立ち上げて、そして非常に充実しているところ、またこれからいよい

よ踏み出すところ、それぞれもちろん当然ありますけれども、先般も三川目地区でござい

ましたでしょうか、非常に何か月もの期間で準備を整えて、いよいよ実施をされたという

ことで、テレビでの報道で知りましたけれども、それを拝見して、非常にすばらしい内容

の活動であるなというふうに思ったところですけれども、前回も同じような質問をさせて

いただいた経緯がございますけれども、ぜひこう、お手本となるような、こういう内容で

取り組んでいるということ、それらも参考にお知らせをする、何かの媒体でお知らせをし

ていただくというようなことが、非常にまた、充実した活動につながるのかなというふう

な思いを抱いているところでしたけれども、この点については、担当課としまして情報提

供という意味で、何かしらお考え、またこれから、計画をしていただけるというものを現

在持ち合わせていらっしゃるでしょうか。 

舩見委員長：防災管理課長。 

田代防災管理課長：お答えいたします。 

先ほどの三川目自主防災会が開催したというお話がありましたけれども、自主防災組織

のほうに運営費補助金を出すときに、例えば、災害に強いまちづくり市民提案事業費の補

助金の案内もしておりまして、そちらのほうで一応先例というか、話をさせていただいて

いるところです。また、ほかにこういったことをやりたいのだというような話もいただい

ているので、その際に、一応指導というか説明をして、こういうのに使えるというのを

やっているところでございます。 

以上でございます。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございます。 

ぜひ、充実に努めていただきたいと……。もちろん、各自主防災組織が主ではあります

けれども、情報提供をまた重ねてよろしくお願いいたします。 

次は、民生費の２７ページでございます。 
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今般、この国の地方創生臨時交付金を活用しての、低所得の子育て世帯に対する子育て

世帯生活支援特別給付金、独り親世帯でございますけれども、ざっくりとでよろしいです

けれども、三沢市に現在、母子家庭、また、父子家庭、それぞれですけれども、およそこ

の子育て世帯それぞれの母子家庭、父子家庭の世帯数、どのぐらいとつかんでいらっしゃ

るでしょうか。 

舩見委員長：子育て支援課長。 

堀健康福祉部参事兼子育て支援課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

所得の高い独り親世帯なども市内にはいらっしゃるため、全ての独り親世帯、母子家

庭、父子家庭につきましては、現在正確な数字は把握しておりませんが、令和５年３月時

点の児童扶養手当受給者、いわゆる、低所得の独り親世帯ということになりますと、４２

６世帯、その他所得制限により、この児童扶養手当の全部支給停止になっている世帯が７

７世帯ございますので、これらの世帯に限定いたしますと、約５００世帯というふうに把

握してございます。 

以上です。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございました。 

 こちらも様々、市におきましては、生活福祉課のほうに生活困窮者自立支援員を配置い

たしまして、きめ細やかな対応をされているところでありますけれども、また、子育て支

援課で把握しているかどうかということはクエスチョンでありますけれども、こちらの独

り親世帯を聞く中で、この生活困窮……、孤立されていないか、そういうことも非常に気

になるところでありますけれども、これらの状況に対しては子育て支援課の相談員、また

専門員、有資格者の方もいらっしゃるかと思いますけれども、御相談においでになります

でしょうか。 

舩見委員長：子育て支援課長。 

堀健康福祉部参事兼子育て支援課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 当市では独り親に対する相談体制といたしまして、子育て支援課に、母子・父子自立支

援員１名を配置してございます。その支援員が、独り親家庭の生活ですとか就労、子育て

等に関する実態調査や窓口等での相談支援を行っております。ちなみに、過去３年間の相

談支援実績のうち、経済的支援、生活援護に関する相談件数といたしましては、令和２年

度は延べ相談件数６４件のうち、ただいま申し上げました経済的支援、生活援護相談に関

する相談は２４件、令和３年度は、延べ相談件数５５件のうち、経済的支援、生活援護に

関する相談が１９件、令和４年度は延べ相談件数４４件のうち、経済的支援、生活援護相

談に関する相談が２２件となってございます。 

 以上でございます。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございます。 

 三沢市におきましては福祉、そして教育現場との、そういう気になるお子さんに対して

非常に連携を密にして、例えば不登校であったり、御家庭の経済状況によってお子さんが

非常につらい思いをしていて、ちょっと学校での生活が気になるお子さん、そういう児童
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生徒の方もいらっしゃるのかなというふうに思いをいたすところですけれども、それにつ

いての、非常に今までも教育委員会に伺ったときにも、福祉関係の皆様が非常に連携を

とっていただいて、手を差し伸べていただいているということをお聞きしているところで

ございますけれども、現在もそのような内容での取組もされ続けていらっしゃるかという

ふうに思いますけれども、今現状はどのような、ちょっと気になるようなところというも

のはお持ちでしょうか。 

舩見委員長：子育て支援課長。 

堀健康福祉部参事兼子育て支援課長：ただいまの福祉と教育現場での連携における、気に

なる家庭への支援ということでお答えいたします。 

 当市では三沢市子ども家庭総合支援センターを設置いたしまして、そちらのほうに家庭

相談員３名を配置してございます。特に、虐待等見守りが必要な児童、家庭につきまして

は、要保護児童対策推進地域協議会を設けまして、日頃から様々、学校現場でのそういう

困難な状況にある家庭や児童に関して情報交換をしております。また、虐待のリスクがあ

る家庭のみならず、様々な問題を抱える、特に昨今の社会情勢等で、複雑な課題を抱える

家庭が多くなってございますので、そのような家庭につきましても日頃から、学校、私ど

もの子育て支援課で情報共有をしたり、あるいは学校、保育施設を含めて、実際に訪問し

て、学校の先生方と情報共有して、そのような気になる家庭に対する支援について、連携

を強めて対応してございます。 

 以上でございます。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございます。 

手厚い対応をしていただいていることをさらに理解させていただきました。これからも

子供たちのためによろしくお願いいたします。 

次ですけれども、同じページで、２７ページでございますけれども、この次につながる

今回の低所得の子育て世帯に対する子育て生活支援特別給付金、こちらは独り親以外の低

所得の子育て世帯分ということでございます。現在この２,７５０万円の予算計上であり

ますけれども、この現状、また事業内容について先にお知らせいただきたいと思います。 

舩見委員長：市民課長。 

織笠市民課長：ひとり親世帯等臨時特別給付金（その他低所得の子育て世帯分）事業の内

容をお答えします。 

この事業自体は国が現在行っている、食費等の物価高騰に直面し、特に影響を受ける独

り親を除く低所得の子育て世帯の生活支援と同様のもので、給付対象としては、国のほう

になるのですけれども、申請不要で積極的支給の対象となる、昨年度も同様の給付金を受

けた人で、県のこの事業は国の支給を受けた世帯に、１人当たり５万円の給付をするとい

うものです。他県でもし国の給付を受けた方が三沢市に転入してきた場合は、県の議決日

である令和５年５月１２日以降に在住している者を対象に申請してもらって、１人当たり

５万円の支給をするというものでございます。 

以上です。 

舩見委員長：春日委員。 
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春日委員：ありがとうございます。 

そうしますと大体、今ちょっとお答えを聞き漏らしたかもしれませんけれども、何世帯

ぐらいとおっしゃいましたでしょうか。 

舩見委員長：市民課長。 

織笠市民課長：失礼しました。世帯数は去年の世帯の実績でいきますと、２２０世帯なの

ですけれども、これに申請して給付するという方の分を加味しまして、全部で５５０人分

の給付金の計上をしております。 

 以上です。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：承知しました。ありがとうございます。 

 それぞれ、子育て支援課また市民課とは、担当が違うのも承知しておりますけれども、

特別給付金を頂いた対象者の方の中で、生活保護の受給者の方がいらっしゃるかというふ

うに思うのですけれども、この給付金を受け取った方が月々の生活保護費と、何かこうい

う関係というか、そこが……、言葉、ちょっとごめんなさい、専門的な言葉がうまく出て

こなくて申し訳ないのですけれども、保護費の中から控除という言い方でよろしいです

か、ちょっと言葉が違うかと思いますけれども、影響があるかどうかそれをお聞きした

かったのです。よろしくお願いします。 

舩見委員長：生活福祉課長。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

今回の給付金、また昨年、おととしと行われた給付金につきましては、生活保護のほう

で収入認定はしないということで、国のほうから通達がございましたので、給付金は控除

というか認定しないため、丸々御本人に行くことになります。 

以上です。 

舩見委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございます。 

収入認定というのですね、すみません。承知しました。安心されると思います。ありが

とうございます。 

以上です。 

舩見委員長：そのほか、ございませんか。 

 奥本委員。 

奥本委員：それでは質問させていただきたいと思います。 

 今回、２５ページ、社会福祉総務費なのですけれども、この民生委員活動報償、この中

の、これ増額だと思うのですけれども、これは財源的にどういうふうになっているのか、

中身についてもお聞かせいただきたいと思います。 

舩見委員長：生活福祉課長。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

今回の民生委員活動報償の補正につきましては、民生委員の活動費、あと、民生委員の

協議会運営費の単価が見直されたことに伴って増額補正するものでございます。現在、三

沢市では民生委員が８９名、協議会は市内を４地区に分けて運営しております。財源は１
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０割、県の交付金を活用して行っております。 

以上でございます。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

民生委員の方々の、独り親世帯とか、様々地域のひとり暮らしの高齢者の方々、様々民

生委員の方が重要なお仕事をされていると思うのですけれども、そういう中で、残念なが

ら担い手といいますか、どんどん民生委員になる、成り手が少なくなっているというよう

なお話も聞いて、ここもやはり対策をしっかりととらなければならないのかなと思います

ので、やはりそのためには現在、民生委員として活動されている皆さんから様々な声をや

はりお聞きして、これ全部、予算は１００％、県の財源ということだったのですけれど

も、三沢はその分何の負担もしていないのかなというふうに思った次第ですけれども、こ

の辺について、そういったことをやはり今やっておかなければ、どんどんどんどん成り手

がなくなっていきますので、その辺についてはいかがでしょうか。 

舩見委員長：生活福祉課長。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

民生委員の活動につきましては、市の単費を活用して補助金８９万円を給付しておりま

す。そのほか実際は、これは、全国的に成り手不足の問題は大きな課題として、各自治体

が苦慮しているところでございます。三沢市といたしましては、各地区の民生委員協議会

の役員と、また、生活福祉課が事務局となっておりますので、大体月１回程度、情報交換

なり意見交換をする機会を設けております。また、新人委員に対しましては、独自の研修

を行うなど、実施しております。それでもやはり、民生委員の成り手というのは不足して

おりますので、今後も民生委員と連携を強化しながら、その辺の課題に取り組んでいきた

いと考えております。 

以上でございます。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

いろんな社会的な情勢というか、そういうことも影響しているのかなとも思うのですけ

れども、やはり高齢者の方々もボランティアでというふうになると、今、やはり年金が少

ないということで６０歳、今６５歳からになりますけれども、働く高齢者の方が大変増え

てきております。そういった中でなかなかボランティアに関われる余裕がない高齢者の方

が増えているのではないかなと思いますので、その辺も報酬含めて、やはり実際に、これ

大事な活動だと思いますので、地域を支えていると思いますので、その辺も加味して、な

ぜボランティアが、民生委員をされる方がどんどん減っているのか、根本的なその原因と

いうものをしっかりと見極める必要があるのですよね。ただ成り手がない成り手がない、

やりませんかやりませんかでは、やはりどんどんこれは担い手が少なくなっていくという

のはもう明らかですので、何でなのかと、そういうふうなことをしっかりと把握して対応

していただきたいというふうに思います。これは要望です。 

次に２７ページ、春日委員も先ほど、独り親世帯の臨時特別給付について、御質問され

ておりましたけれども、私もまた、ちょっとそれに付け加えて質問させていただきたいと
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いうふうに思います。今回これは、財源は前回のこの補正１号にある低所得の子育て世

帯、これ、国が財源を出していると思うのですけれども、今回の、こちらのひとり親世帯

臨時特別給付というのはこれ、県の事業だったのでしょうか。 

舩見委員長：子育て支援課長。 

堀健康福祉部参事兼子育て支援課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

この事業につきましては、奥本委員お見込みのとおり、県の補助事業でございまして、

県１０分の１０の補助率の事業でございます。 

以上でございます。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 そうすると、国が最初に、これはもう既にやっている事業ですけれども、こういう独り

親世帯に対する貧困対策支援というのは行われて、県も行っているわけですよね。やはり

今度市は何をしているのかというところをちょっと思うところなのですけれども、こうい

う子育てに対しては大変お金がかかるし、この間、独り親世帯の方とお話ししたのですけ

れども、やはりちょっと家庭の事情で、一人で子供を育てなければならなくなったと。

ちょうど専門学校に行くところだったので、もう朝昼晩、もう一日中、何というのですか

ね、家庭に入っていた方なので、それで朝昼晩アルバイト、パートを朝から晩までして、

それで仕送りをしたというような話を聞いて、本当に一人で子供を育てるということは、

本当に大変なことだなというふうにお話を聞いて思ったのですけれども、これというのは

一過性というか、今物価高騰、コロナがあるからではなくて、やはりしっかりと対策、貧

困対策、こういったものをつなげていかなければならないなというふうに思っておりまし

た。それで今回、５００世帯の方がいらっしゃるということなのですけれども、この家計

が急変したというような状況になった方も、これ新たに加えるということなのですけれど

も、それについてはいかがですか。具体的にお願いします。 

舩見委員長：子育て支援課長。 

堀健康福祉部参事兼子育て支援課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

県が独自の支援として行いますひとり親世帯等臨時特別給付金につきましては、給付対

象者の区分が三つございます。一つは令和５年３月分の児童扶養手当の支給を受けている

方、また二つ目は公的年金等を受給していることにより、児童扶養手当の支給を受けてい

ない方、そして三つ目の区分といたしましては、児童扶養手当の支給を受けていないもの

の、今般の消費等の物価高騰の影響を受けて直近の家計が急変し、児童扶養手当の支給を

受けている方と同じ水準の収入に陥った方という方が給付対象となっております。今般の

補正予算の計上に当たりましては、ただいま申し上げました三つの区分のうち、公的年金

を受給していることにより、児童扶養手当の支給を受けていない方と、あと、家計急変世

帯の受給者を合わせて、約３４世帯と見込んで予算計上をしているところでございます。 

以上でございます。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

しっかりと取りこぼしのないような対応をとっていただきたいなと思います。 
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それで先ほど、春日委員の質問の中で回答がありました、その相談件数、この経済的な

部分での相談件数というのも結構あるなというふうに思いました。これ、どういうふうな

内容になるのでしょうか。それ、中身について、今の時点ではちょっと分からないという

のであれば、それはそれで後でお聞きしますので、今、そういう事案が、内容が分かる件

がありましたら、教えていただければと思います。 

舩見委員長：子育て支援課長。 

堀健康福祉部参事兼子育て支援課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

この経済的支援、生活援護に関する相談内容でございますけれども、実態につきまして

は、現時点でこの場でお答えできる内容を把握しておりませんが、主な内容といたしまし

ては、やはり生活的に厳しいという中で、それぞれの相談の生活状況とか支援のニーズに

応じて各種の母子・父子福祉資金貸付や、就職するための資格取得支援制度、あるいは、

就労のためのハローワークや市の生活困窮者相談窓口への紹介を行うなど、そのような独

り親家庭の自立に向けた相談支援を実施しているところでございます。 

以上でございます。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 以前税務課のほうで、いろいろ税の滞納とかあっていろいろそういう相談をしたとき

に、税務課のほうでは、内容によっては、例えば滞納で、それを徴収に行かれるときに実

態を見るわけですよね。実態を見ると、その方がどういう生活をしているのかというのが

もう一目瞭然で、そういった中で、本人が生活保護を望まないという状況にある……、私

も生活保護をお勧めした方がいるのですけれども、どうしても生活保護を受けたくないと

いうふうに頑張った方もいらっしゃいました。だけれども、実態を見ていると、とても生

活できるような状況ではなかったので強く勧めました。ようやく、いろんなことでどうに

もならなくて、最後はやはり生活保護を受けることになったのですけれども、そういった

ことで、税務課のほうでそういうことをしているということなので、ぜひこの相談を受け

たときに、実態調査というのが私は一番大事だと思っているのですね。子供の貧困問題も

含めて、そういったことをぜひ、自治体として取り組んでいただきたいし、またそういう

ふうな家庭があった場合、独り親世帯でもあった場合に、それを生活保護につなげて、や

はりその子供が本当に肩身の狭い思いというか、やはり、学校の先生に伺ったら、おま

え、今日朝飯食べてきたかと声をかけたら食べていないという子供がいたというような話

も伺いました。子供に対しては、やはりしっかりと対応していく必要があると思うので、

その辺について、子供の貧困対策も含めて、その取組というのはどのようにお考えです

か。 

舩見委員長：子育て支援課長。 

堀健康福祉部参事兼子育て支援課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

当課におきましては、先ほども御答弁申し上げましたとおり、母子・父子自立支援員を

配置いたしまして、独り親家庭の方から相談があった際には、丁寧に当事者の方の生活状

況や、あるいはその意向をお伺いいたしまして、必要な資金の貸付制度や助成制度、ある

いは、場合によっては生活福祉課と連携をいたしまして生活福祉課の相談窓口へ御紹介し
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て支援へつなげているところでございます。 

子供の貧困に関しましては、当市では、具体的な客観的な実態としては把握してござい

ませんけれども、厚生労働省が本年７月４日に公表いたしました、２０２１年の国民生活

基礎調査の結果によりますと、所得水準などに照らして貧困の状態にある１８歳未満の割

合を示す、いわゆる児童の相対的貧困率は２０２１年に１１.５％となり、３年前に比べ

まして２.５ポイント改善したと言われております。しかしながら独り親世帯で見ます

と、この相対的貧困率は４４.５％に上ると言われております。依然としてその半数近く

が、いわゆる貧困状態にあると言われております。この相対的貧困率のデータにつきまし

ては、市町村別の数値は公表されておりませんが、もし三沢市も、全国と同水準の状態に

あると仮定するならば、特別給付金の対象世帯約４６０世帯のうち、４割から５割近く

の、約２００世帯前後が相対的貧困率にあるのではないかと推測されるところでございま

す。当市といたしましては、今後、令和６年度に予定しております三沢市こども計画の策

定に向けて、市内の児童がいる世帯の生活状況ですとか、貧困等に関する調査を実施いた

しまして、このような困難な状況にある子育て世帯等のニーズを踏まえた適切な施策の策

定と実施に努めてまいりたいというふうに考えてございます。 

以上でございます。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

期待しておりますので、ぜひ頑張っていただきたいなと思います。 

ありがとうございました。 

次に３３ページ、物価高騰重点支援事業費。このプレミアム事業なのですけれども、こ

の特定財源として１億３,５００万円、一般財源は６,７５０万円ということなのですけれ

ども、この部分は市の……、一般財源ですから市の持ち出しということでよろしいです

か。 

舩見委員長：答弁願います。 

 産業観光課長。 

中村産業観光課長：ただいまの物価高騰生活支援プレミアム券事業の財源についてお答え

いたします。 

委員からの内容のとおり、地方創生臨時交付金以外の部分については、市の単費となっ

てございます。 

以上です。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 こういうことには積極的に市も財源を出すのですね。それで今回物価高騰で、郵便局…

…、これまでこれは多くの方々に物価高騰で大変だということで、国からの臨時交付金を

活用して使うと思うのですけれども、これを幾度となくやってきて、好評だったのはやは

り５,０００円分のプレミアム、これを地域の企業、事業者の方々に限定するということ

で、地域の商店街、商店の方々とかいろんな業者にお話を聞くと大変喜ばれております。

やはり、プレミアム商品券を使っての買物がこの時期になると増えたということで、本当
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に喜ばれております。これもすごいいいアイデアで、５,０００円分を限定するというこ

とは大変いいアイデアだったと思います。ただやはりこれは物価高騰で苦しんでいる方々

に、全員に恩恵が行くのが本来の在り方だと思うのですよね。ですから私は今回、十和田

市で５,０００円分の商品券を全世帯に、一人一人全世帯に配付したというふうな事業、

十和田市の事業を聞いたときに、これは全員に渡るように工夫したのだなと思ったのです

ね。そういったことも含めて、これ全世帯に回るような仕組みをつくっていかなければい

けないのではないかなと思うのですけれども、今回郵便局が、何というのですか、購入す

るときの窓口にならないということで、購入の場合は、場所を限定するということになり

ますか。何か所ぐらいになる予定ですか。 

舩見委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：ただいまの御質問の販売場所につきましては、昨年度の後半に実施し

ましたプレミアム券事業と同様に、１か所については三沢ショッピングセンター内で販売

いたしまして、もう１か所につきましては道の駅のほうのトータル２か所での販売を予定

してございます。 

 以上でございます。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：そのとき前回は、残った商品券というのはありましたか。 

舩見委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：前回の後半に実施しましたプレミアム券事業につきましては、はがき

での交換を実施する販売方法のみで、追加販売は実施しませんでした。この結果といたし

まして、販売率はおよそ７４％となってございまして、販売枚数としますと、当初準備し

た枚数が３万８,０００セットだったのですけれども、２万８,１２９セットとなってござ

います。残りの９,８７１セット分につきましては、補助金を返還していただいておりま

す。 

 以上でございます。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 そのはがきで購入するということで、一部の人が多く買うという、購入するというふう

なことにはならない、つながらなかったので、これは広くという意味では、アイデアだっ

たと思うのですけれども、これやはりそれが買えない人たちもいると。やはり２セット買

えるということは２万円を出さなければならない。それで何回も前にも言いましたけれど

も、年金で暮らしている方、国民年金であれば６万ちょっとですね。２か月に１回なので

す。なので、そのタイミングで、年金が入らないと買えないのだよなという高齢者の声が

あったとお聞きしていました。そういったことにもちゃんと配慮してやっていかないと、

何のための物価高騰の支援なのかと、行き渡らないというふうなことになります。なの

で、全体的にそういった方々にもしっかりと対応できるような仕組みをつくる必要がある

と思います。ただ商店街の人は大変喜んでいるので、これは経済効果はあるのだと思いま

すけれども、これ、目的が、物価高騰で大変だという方々への支援策なので、その辺も加

味して、先ほども言いましたけれども、子供、困窮者に対する支援策には国、県だけの財
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源。それで今回はちゃんと一般財源を使って、こういうふうなことをやっているというの

は、ちょっと私としては少し疑問に思っているところです。やはり市の財源を使って、

もっとそういう困窮している方々にしっかり届くような施策というものをつくっていただ

ければなというふうに思いますがいかがでしょうか。 

舩見委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：ただいまのプレミアム事業と直接給付の方法の検討についてお答えい

たします。 

全国的な物価高騰対策の手法といたしましては、ただいま委員のほうから御指摘ありま

した生活支援のほうに特化すべきでないかというふうな意見や、今回のプレミアム事業の

ように経済対策も併せて実施したほうがより効果的ではないかというふうな二つの方法が

主に見られてございます。今回の事業化に当たりまして、経済部だけでなくて全庁的な検

討であったりとか、他の商工会をはじめとする団体、あと事業者の方々等の意見を踏まえ

まして、今回はより効率的な経済対策についても実施してほしいと。あと、今回は先ほど

質疑等ございました、健康福祉部のほうの事業である程度の生活支援策が打ち出されたと

いうふうなこともございまして、可能であれば、そちらの給付金を活用して購入いただい

て、市内の事業者のほうにも、ある程度の応援になればということでプレミアム券という

ふうな形になったものでございます。あと今後も、引き続きまして社会情勢であったり、

そういうふうな皆さんのお声とかをお聞きしながら、プレミアムの手法等についても検討

してまいりたいと思います。 

以上でございます。 

舩見委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

全庁的に会議で決めたということだったのですけれども、前に一般質問でも水道料金の

部分の支援とか、これ全部に行き渡る施策になるかと思うのですけれども、やはり、国と

県が手厚く５万円、３万円という給付をしているから、そこはそれで購入できるのではな

いかというふうなお話もあったのですが、そんなに余裕はありません。ですから、やはり

余裕がないと２万円というのは出てこないのですよね。やはりどれを切り詰めようかなと

いう生活を本当にシビアにしている方々ですので、そんないろんな支払いがあるわけです

から、そういう買物だけに使えるわけでもありませんし。ですから、これも先ほども申し

上げましたが、やはり実態をちゃんとつかんでいただきたいなというのが要望です。全体

に渡るような支援策というのも、国、県がやったからもうその分はいいかということでは

なくて、やはりしっかりと実態をつかんで、そういった本当に物価対策支援、こういうふ

うな施策にしていただきたいと思います。 

以上です。 

舩見委員長：そのほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：質疑を終結します。 

討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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舩見委員長：討論を終結します。 

採決します。 

議案第３２号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 

よって、議案第３２号令和５年度三沢市一般会計補正予算（第２号）は原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

次に、議案第３３号令和５年度三沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第１号）を

議題といたします。 

当局の説明を願います。 

経済部長。 

坂岡経済部長：議案第３３号令和５年度三沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第１

号）の概要につきまして御説明申し上げます。 

今回の補正予算は、排水処理施設の機械設備を更新するものであります。 

これにより、歳入歳出それぞれ５,１６１万２,０００円を増額し、既定額との累計では

１１億９,９８０万円とするものであります。 

それでは三沢市食肉処理センター特別会計補正予算書の２ページと３ページを御参照願

います。初めに歳入について御説明申し上げます。 

４款、繰入金につきましては、食肉処理センター基金からの基金繰入金として、５,１

６１万２,０００円を増額するものであります。 

次に歳出について御説明申し上げます。 

１款、事業費につきましては、と畜場事業費として５,１６１万２,０００円を増額する

ものであります。 

４ページを御参照願います。 

債務負担行為の設定について御説明申し上げます。項目名は、三沢市食肉処理センター

排水処理施設機械設備更新工事費となります。設定期間は令和６年度の１年間とし、債務

負担行為限度額を７,７４１万８,０００円とするものであります。 

以上が令和５年度三沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第１号）の概要でござい

ます。 

よろしくお願い申し上げます。 

舩見委員長：それでは質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

舩見委員長：討論を終結します。 

採決します。 

議案第３３号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 



- 18 - 

舩見委員長：御異議なしと認めます。 

よって、議案第３３号令和５年度三沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第１号）

は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上で本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

これをもって、予算審査特別委員会を閉会いたします。 

ありがとうございました。 

午前１１時０１分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   舩 見 昌 功   


